








要約:HTLV-Ⅰの母児感染は母乳を介した経路が最も重要とされている。しかし、母乳哺育

児がすべてキャリアにはならず、経母乳感染の成立要因についてはまだ、十分解明されて

いない。そこで我々はキャリア母の抗体価、IgM 抗体、p40tax 抗体、provirus　copy 数、

さらに授乳期間を検索し、母乳哺育児のキャリア化について検討した。その結果、キャリ

ア母の provirus　copy 数が相関性を示し、母児感染の指標になる可能性が示唆された。


